
公共施設等総合管理計画の作成について

１ 策定の背景 

・ 総務省より「公共施設等総合管理計画」の作成に取り組むよう要請され、今年度作成する。

・ 人口減少、少子高齢化等により公共施設等の利用需要が変化していくことを踏まえ、長期的（30
年）な視点をもって、公共施設等の全体の状況を把握し、更新、統廃合、長寿命化などを計画

的に行い、財政負担の軽減・平準化を図る。本計画をもとに、次期南砺市公共施設再編計画を

作成する。

２ 策定の目的

・ 少子高齢化が進む中、人口減少やニーズの変化に対応し、将来負担を軽減する最適な公共施設

マネジメントを検討する。

・ 公共施設の老朽化に対応するため、選択と集中により、維持すべき施設の安心・安全の確保の

対応を検討する。

・ 公共施設の重複に対応するため、全庁的な観点からの適切な施設配置や集約化・多機能化の対

応を検討する。

・ 厳しい財政状況に対応し、コストの削減や負担の公平性を確保しながら、将来にわたって持続

可能な公共施設サービスを提供するための対応を検討する。

３ 計画作成の進め方 

・ 委託業者により作成された素案を元に行政改革推進本部会議で協議調整し、公募委員、有識者

等で構成する行政改革推進委員会からのご意見をいただき作成する。

・ 次期公共施設再編計画の作成にあたっては、公共施設の現状を広報やワークショップ等の手法

を活用し周知した上で、市役所内に設置されている行政改革推進幹事会で検討する。

４ 計画の概要 

（１） 公共施設等の現況及び将来の見通し

（２） 公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する基本的な方針

・点検・診断等の実施方針

・維持管理・補修・大規模改修・更新等の方針

・危険除去の方針

・長寿命化の方針

・統廃合等の推進方針

・適正管理を実現するための人員体制の構築

（３） 施設類型ごとの管理に関する基本的な方針
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５ プロポーザル結果《平成２６年７月１６日（水）実施》 

・ 委託業者：上智・ﾄｰﾏﾂ・B･H･C 南砺市公共施設等総合管理計画策定支援業務共同企業体

６ 作成スケジュール

平成 26 年 ～ ８月 公有財産台帳の精査 

  ～１０月 公共施設現状調査（維持関係費、利用状況） 

  ～１１月 施設（施設類型別含む）の現状分析 

  ～１２月 財政ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ（施設更新費用含む）の作成 

平成 27 年 ～ １月 公共施設白書素案の作成 

  ～ ２月 施設評価及び施設類型ごとの更新、統廃合等の基本方針の作成 

  ～ ３月 施設面積縮減等方針の作成 

公共施設等総合管理計画素案作成 

  ～ ４月 住民説明会等の実施 

※随時、議会に報告予定 
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